
新入学生への名教就美会のご案内 

初めに  

ご入学おめでとうございます。 

機械工学 EP と材料工学 EP にご入学の皆様は全員学科同窓会名教就美会の学

生会員となり、新入生歓迎会や横浜港ナイトクルーズ、講演会、懇親会等の同窓会

の事業に参加できます。 

ご卒業されると正会員となり、終身名簿管理を行うとともに、同窓会事業のご案内を

し、会員相互の親睦を深めたり自己研鑽の機会を提供いたします。 

入学時に納めた 3 万円は、卒業時終身会費に充当され、追加会費は不要です。 

名教自然会（学部同窓会）と名教就美会（学科同窓会）の関係は以下の図に

示す通り、各同窓会の連合組織が名教自然会になります。 
 

 



名教自然会として毎年プラウド卒業生候補者を推薦いたします。 

これまでの 16 名のうち太字の 4 名が名教就美会の会員です。 
 

１回 櫻井眞一郎 スカイライン開発、日本自動車殿堂入り  

２回 中川 赳 明治製菓社長・会長 

 吉岡 勲 横国名誉教授、日本造船学会賞受賞 

３回 早間玲子 仏共和国レジオンドヌール勲章受章 

 張 錦龍 台湾プラスチックグループを発展 

４回 竹井准子 YNU 竹井准子奨学金設立 

５回 山本房生 ブルドーザの父、資本自由化を克服 

 藤嶋 昭 酸化チタン光触媒・東京理科大学長 

６回 鳥飼鶴雄 初国産旅客機 YS-11 生みの親 

７回 亀井敏郎 川崎重工社長・会長 

 山田 勝 SHOEI 社長・会長 ROUTE 等設立の資金提供 

８回 相澤益男 東工大学長・国立大学協会会長 

９回 中西準子 産業技術総合研究所フェロー 

 大根田とおる 学生歌みはるかす作曲 

１０回 川本喜八郎 人形美術家・川本プロダクション社長 

 荒牧寅雄 いすゞ社長・会長 自動車技術会会長 
 

プラウド卒業生が残した機械遺産 
 

 



 

総会 
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横浜港ナイトクルーズ乗船記 

先日、名教就美会のお誘いを受け、横浜港のクルーズに参加させていただきました 。私は別に友人などを誘った

わけではなかったものですから、単身乗り込んでみたはいいものの、どう過ごしてよいのか少し不安でありました。 

その不安は会場での懐かしい友人との再会で紀憂に終わります。彼の名前を仮に Y としましょう。Y とは高校時代

に同級でありましてーといっても一学年の時だけ、さらには彼が文系に進んだということもあり、長いこと疎遠であったの

です。自然と昔話に花が咲きました。 

Y に連れられる形で、文系の方とたくさん話ができたのは幸運でありました。経済学部、経営学部、都市科学部、

様々な学部の方が会場に来られておりました。それにしても、分野の全く違う人と話をするのは本当に面白いもので

す。互いの分野が未知であるからこそ、そこでの会話には常に発見と驚きに満ちています。そして、自他の価値観の差

異を実感する、という機会もめったにないことでしょう。横浜国立大学は総合大学であります。改めてその理系、文系

両者が集う学び舎の重要性とその機会の稀有さを実感させられました。 

歓談の最中ずっと続けられていた同窓会役員の方による横浜港の歴史の案内もまた趣深いものでありました。私

はもともと神奈川で育ったということもあり、積浜港に目新しいもの等ない、と思っておりましたが、時折入る未知なる

情報に驚かされる場面もありました。ともあれ、いずれも大学生活をただ、ゆらゆらと過ごしていくだけでは得難い、よい

体験をすることができたと思います。また機会があればぜひ参加させていただきたいです。 
 

  
海から見たみなとみらい 

 

 

コンテナ積み降ろしは、ガントリークレーン（通称キリン）が活躍します 



 

名教自然会全体では 100 周年の寄付を

1600 万円行い、学長より感謝状と盾を

贈呈されました 

 

 

 

 

 


